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口Abstract

This　 study 　fbcuses　on 　the　heahng　environment 　and

the　 enVironmental 　 behavior8　0f　childTen ，　 the挫

fa血 die8　and 　staff 　 at　the　Healthcare　Facilitie8　」ior

ChildLren．　This　8tudy 　advocates 　that 　the　envir ℃ nment

for・children ・should ・be血 proved　from　the　Viewpoint　of

supportive 　design．　 As　in　a 　picture 　book　the

corre8pondence 　of 　 story 　and 　de8ign，　 the　de8ign　is
improved　 by　 adding 皿 any 　 enjoyable 　 features　 with

wide 　variety 　of　colors ，　textures，　and 　arts ．　Also，8uch

intervention　would 　reduce 　anxiety ，　 help　patients 　to

recognize 　their　locations
，
　help　8taff 　to　teH　the　u8er8

about 　 the 　facilities
，
　 and 　 increase　communication

between　patients　and 　others 　includi皿 g　their　families．
The　case 　are 　studied 　from　USA 　and 　Japan．　They　share

many 　common 　criteria 　which 　undoubtedly 　nominated

then　to　be　considered 　as 　exceptiona1 　w 。rth 　studie8 ．

■ 目的

　医療技術 の 高度化、専門化に ともな い 病院建築の 物理

的環境は ハ ー ドな もの となり、利用者の 心 理的負担を増

やす結果をもた らした。1990年代か らヘ ル ス ケ ア施設 で

患者や訪問者、ス タ ッ フ が感 じ るス トレ ス を緩和 し 、 医

療行為の補助 ・治癒促 進を 目指 し、デザイ ン ・環境で 心

理的にサポー
トする支援的デザイ ン の 重要性 が数多 く取

り上げられ る ように な っ た 。 （Janet　R ．　Carpman）

本稿で は主 に身体的 ・精神 的成長が著 しく、成長過程で

様々 な影 響を受けやす い 子 どもの ため の ヘ ル ス ケ ア施設

に おける支援的デザイ ン に着目 し た。特に療養中の 子 ど

もに と っ て 病棟は恐怖心や ス トレ ス を抱えなが ら生活す

る空間 とな るた め、物理的 ・心理的 に子 どもに適 した 環

境 で あ る事が望 まれ る 。 癒 しの 環境構 築を向上 させ る 要

素 として 精神的 ・身体的 に患者 とそ の 家族 、
ス タ ッ フ を

支える支援的デザイ ン は欠 か せ な い
。 癒 しの 環境構築で

は、空調や 騒音な ど建築設備に 加 え、色彩や照明、手 触
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りな どの デザイ ン 要素、家族 との 場所や交流など人 に よ

る心 の 安らぎを与える要素を支援的デザイ ン として発展

させ る こ とが ヘ ル ス ケ ア 施設環境 を向上 させ る。

　精神面か ら利用者を支える支援的デザイ ン の 現状 と役

割を分析 し、特にデザイ ン と施設 の 調 和 、ア
ー

トの 活用

方法につ い て知見 と計画 指針 を得 る こ とを 目的とす る。

■支援的デザイ ン の 役割

　支援的デザイ ン と は 、ス ト レ ス を軽減 させ 心 身 ともに

健康にするた め の 心 理的支援 で、薬や医療技術を補足す

るデザイ ン で ある。支援 とは 、病気や入院に伴 うス トレ

ス を うま く処理 し復帰するた め の 手助け となる環境要素

をい う。（R．　Ulrich）患者 の 抱 え る ス トレ ス は病気に 対す

る不安や痛み 、騒音やプ ラ イ バ シ
ー

の 侵害な ど周囲 の 環

境が ある 。
ス トレ ス は心身に 悪影響を与えるた め 、患者

の ス トレ ス 軽減は臨床で は重要な 目標で ある。ヘ ル ス ケ

ア 施設に お け る基本的な支援的環境 は
、   プ ライ バ シー

を含む コ ン トロ ー
ル 支援  社会的支援   自然や ポジテ ィ

ブ ・デ ィ ス トラ ク シ ョ ン （正 の 気晴 ら し要因） に よる支

援で ある が 、本稿で は主に  を取 り上げ 、 心理 的な支援

的デザイ ン となる癒しの 環境 に焦 点 をあ てる 。

　ポ ジテ ィ ブ ・デ ィ ス トラク シ ョ ン とは、入院生活や 病

気 による ス トレ ス 軽減ため に 気を紛 らわすこ とや気晴ら

しで ある 。 そ の要素は、幸せ 、笑 う、人の笑顔、音楽、

動 物、木や植物 ・水な ど自然 、子 ど もに と っ て は 、楽 し

みや遊び、想像力を活か すこ とが 加 わ る。こ れ らを施設

デザイン に 反映 し、利用者を心理 的に 支援する もの に ヒ

ーリン グ ア ー トとヒ
ーリン グガーデ ン が注 目されて い る。

ロ ヒー
リン グア

ー
ト（HA ）

　支援的デザイ ン と し て の 芸術 は、人 の 心 を癒 し、不安

や ス トレ ス か ら気を紛らわせ 、不慣れ な施設 で の 生活 を

心理的 ・精神的に サ ポー
トす る。HA は施設 の 利 用者、

立地環境、気候、文化に よ っ て 変化す る。Carpman や

R．Ulrichの 研 究 に よ り、感情 を刺激す る抽象的なア ー ト

よ り 、 大多数の 人 は 木や水 の 流れ な ど穏やか な自然を描
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写 した写実的 なア
ー

トを好 む こ とが報告 され て い る。

ロ ヒ
ー

リン グガ
ーデ ン （HG ）

　 自然 は 多感覚に よる ス トレ ス 軽減 要素 で あ る 。
五 感 で

感 じ る こ とは心 をリラ ッ クス させ 、リフ レ ッ シ ュ させ る。

科学的に も、病室か らの 自然の 眺めは 効果的な生理的影

響として患者の 血圧 を下 げる、心 拍数を減 らすなど治癒

に 影響す る。（R．Ulrich）ま た 、自然の癒 し効果は小説の

中に も現れ、オーヘ ン リ
ー

著 の 「最後 の
一

枚 の 葉 」 にあ

るよ うに自然は精神 的に弱 くな りがちな患者を励 ま し 、

時に生 きる強 さを与 える。患者、特に子 どもに とっ て 、

施設 内に中庭を配置 し、自然 との 触れ合い をもた せ る こ

とは 、生活 の 場 ・治癒の 場 として 重要度が高い。

　 こ の よ うなポジテ ィ ブ ・ディ ス トラク シ ョ ン となる支

援的デ ザイ ン を取り入れ た事例 として 日米の ヘ ル ス ケア

施設 を以下に 示す 。

  r　Children
’
s　Hospital，　San　Diego（C．　H ．　S．　D ．）

　待合空間に置かれた展示 （図 1）は 、飽 き させ な い 工 夫 と

して 内部 の 玉 が転が り、子 どもが 目で 追 うこ とが で きる。

手触 り の違 う展示（図 2＞は 、均質的 な施設の 中で 感覚を刺

激す る効果 が あ る。ま た 、重度 の 患者の 病室 に 囲 まれ た

中庭には車い すで も楽し め る遊具が設置され て お り、「外

に で た い 」 「元 気 に な りた い 」 とい う感情を引きだす 。 こ

の ような ア ー トや遊 具は子 どもの 興味をひ きなが ら感覚

を刺激 し、自発性を促す支援的デザイ ン で ある。

左 ： 図 1

待受 空間 の展 示

右 二図 2

壁 面 の展 示

　施 設内に は中庭が 点在 し
、 様 々 な場所か ら中庭に ア ク

セ ス で きる。快晴の 多 い 南カ リフ ォ ル ニ ア の 気候は、患

者を積極的に 「屋外 へ 出た い 」 と思わせ る。12m × 30m

の 中庭 The　Leichtag　Fam 且y　Healing　Garden に は 大き

な恐竜の 彫刻や タ ツ ノオ トシ ゴ をデザイ ン した噴水な ど

が設置 され た 中庭 と 3 種類 の Carley’s　Magical　Garden

が HG と し て 位置 づ け られ て い る。

　Leichtag　Family　HG で は、ヒー
リン グ効果 を発揮 し

て い る か 、子 どもと大人 の HG の利用方法の 違い を明 ら

か に す る た め 、視覚分析、行動観察調査 、ア ン ケー ト ・

イ ン タ ビ ュ
ー

調 査 を含 む POE の 研 究が 行 わ れ た 。

（Sandra　Whitehouse ，2001）そ の 結果大半の HG 利用者

が気分の上昇を認 め た 。 問題 とな っ た 「施 設利用者全体

で は HG の 認 知度が低か っ た こ と」 に対 して 、受付 や

EV で案内を増や し、　 HG に ボ ラ ン テ ィ ア を配置す る こ

とが提 案された 。 HG 利 用 を阻む 原因は 、ア ク セ ス 面で

は 車 い す利用 の 不便 さや遠 さ、HG に対する 目的の 不明

確 さ、従来の 生物医学療法に対す る方針 との ずれ で あ る 。

図 3 正 面玄関前 図 4　2階ロ ビー直上 の 中庭

  Good 　Samaritan　Medical　Center，　Phoenix（G 　S．　M ．　C．）

　本施設で は ア
ー

トを ウェ イ フ ァ イ ン デ ィ ン グ と し て 活

用 して い る 。 階数ごとにテ
ー

マ 色 で分 け、図 5 の よ うな

壁面アー トが角やナ
ー

ス ス テ
ー

シ ョ ン の 壁面 な どに描か

れ てお り、施設内の わか りやす さに繋が る 。 図 6 の 小児

病棟 との 連結部分は カ ラ フ ル なア ー トやア ニ メ が飾 られ

て お り、明る く楽 し い 雰囲気を出し て い る。

図 5 施設 角の ア
ー

ト　 　 　 　 図 6 小児病棟 へ 繋が る廊下

　HG へ は正面玄関か らす

ぐに ア ク セ ス で き る。「命の

循環」 を象徴す る水の 流れ

や噴水、水音、植物は ア リ

ゾ ナ 州 の 暑 く日差 し の 強 い

地域では 、人を涼 ませ 、癒

しを与えるため重宝される。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 7　Heating　Gardens

  あい ち小児保健医療総合セ ン タ
ー

（あい ち小児）

　平成 13 年に 竣工 し、平成 15年に 全 面オープ ン とな っ

た。正 面入 り 口 か ら入 る と、吹き抜け の 大 きな ア ト リウ

ム が あ り、とて も明 るい 。ア トリウム 内の 待合空間に は

プ レ イ ル ーム があ り、患者やそ の家族が 自由 に遊ぶ こ と

が で きる。待合空間以外 に もプ レ イ ル ーム は 点在 し、絵

本や電車、水槽が設置 して ある。また、放射線検査室で

は 放射線機械が キ リ ン に似せ て デ ザイ ン され て あ り、C

T ス キ ャ ン を く ぐ る と リ ス た ちが 出 迎 え る 装飾 がな され

一466一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

て い る 。 （図 9）最もス トレ ス を抱くで あろ う処置中に お い

て 不安を軽減する支援的デザイ ン と して 処置室内 の ポジ

テ ィ ブ ・デ ィ ス トラク シ ョ ン は とて も有効で あ る。

殴 8 街並みをイメージ した内部　　図 9　 ¢ Tス キ ャ ン

雑木林 に 囲 まれた こ の 施 設

は NPO の活動に よ り市民

参加の 里山整備が 行われて

い る。将来は患者 の 癒 しや

リハ ビ リの ために活用 され

る こ とが期待 され て い る e

図 10 けん こ うの 森

  三重大学医学部附属小児病棟

　平成 20 年 12月 、 三重大学医学部附属病院小児病棟に

て 、 既存の 病棟にお ける 廊 下及び トイ レ に装飾実験を行

っ た。その 前後の 子ども ・
そ の 家族 ・ス タ ッ フ の 行動や

病棟 へ の印象をア ン ケ
ー

ト調査 し、支援的デザ イ ン が子

どもた ち に 与 え る影響を考察し小 児病棟に お ける ヒ
ーリ

ン グ効果をもた らすデザイ ン の 役割 を追求 した 。 装飾前 、

半年以 内に トイ レ の 壁面 は塗り替え られ て い たが、調査

で は 「汚 い 」 とい う印象 が多く、壁 面 の 塗 り替 えの み で

は環境改善が完了 し たとは い えな い 。廊下同様、デザイ

ン の 装飾によ り明る い 印象 をもたせ る計画をした。装飾

実験 では、廊下 の デザイ ン を トイ レ にも連続 させ た。デ

ザイ ン 選定時にそ の 内容 と場所性 を踏まえ、 トイ レ が 水

場で ある事か らテ ーマ を水 ・海と し、海 の 生 き物 をデザ

イン した 。 また、 トイ レ の 個室 の 扉だけ で な く、個室 内

に も装飾を行 っ た。装飾後調査に お ける印象変化の質問

では、全回答者の 8割が 「よくな っ た」 と回答 し、肯定

的な印象が増加 した 。 子 ども ・付添 い 者か ら 「夜 の トイ

レ が怖 くな くな っ た 」 とい う意見 を得 られ た 。 壁 面へ の

デザイ ン 装飾に より、子 どもの 恐怖心 を軽減 させ た こ と

が 明 らか とな り、心 理的な支援的デ ザイ ン の 効果を み る

事が で きた。問題点は材料を カ ッ テ ィ ン グ シ
ー

トと した

た め 経済的や作業時間 ・場所で の 負担 は少 な い が、剥が

れやすく、周期的に メ ン テ ナ ン ス が 必要とな る 点 で あ る。

図 11 女子 トイ レ  図 12 女子 トイ レ （個室  ）

■施設 とデザイ ン の調和

　施設 と物語 をもとに し たデ ザイ ン の調和は利用者に親

近感を与 える上 で 重 要 で あ る。近年、病気 ・施設
・入 院

生活 な どの 情報提供 を子 ども用に設 けて い る施設が ある。

子 どもの た めの 案内は、子 どもや家族の 不安 を和 らげる

上 で有効で ある。そ の 際、案内（パ ン フ レ ッ トや ホ
ー

ム ペ

ージ）と施設デザイ ン の 調和は施設 へ の親近感 を与 え る。

　以 下 は物語 を施設 デザイ ン に 反映 した 事例で あ る e

　 表 1 糊語 と施股 デザイ ン に 関する分類

施股名 場所 物語 対 象物 材料

C．H ，S．D ， 中庭 カ ーり
一

の 魔法の 庭 子 ども．

動 物、

自然

銅像、帆布、

タ イ ル

あい ち小児 壁画、

待 合空 間

ドン グ リくん とマ ロ ン

ち ゃ んの 冒険

植 物、

自熊

壁画、タイル

木

三 重 大病院

小児 病棟

壁 画 子 ブ タが み ちをゆ くよ 動物、

自然

カ ッ テ ィ ン

グシ
ート

  r　Children
’

s　Hospital，　San　Diego

　Carley’s　Magical　Gardens（Gardens　of 　Dreams，　The

Friendship　Garden ，　Carley
’
s　Buggy　Garden）は本院で

治療 を受けた Carley　Copleyとい う白血病患者 の 想像 の

世界 をもとに物語を制作 し、登場す る動物 の オブジ ェ を

配 置 し た 3種類 の HG で あ る 。 物語 は カー リ
ー

とい う女

の 子 とフ ラ ン シ ス コ とい う男の 子が冒険に で か け 、
ハ チ

ドリや ウサギ、カメ に出会い 、助け合 う。モ ザイ クタイ

ル の 川や 大 きな ウサ ギ や カ ラ フ ル な蝶は物語 を連想 させ 、

子 ども の 想像力 を豊か にする効果がある。

図 15 カ ラ フ ル な蝶

図 14　主人公 Carley

図 16 大 きな ウサ ギ

  あ い ち 小 児

　物語 は どん ぐ り くん とマ ロ ン ち ゃ ん が け ん こ うの 森か

ら冒険の 旅に出発 し、自然の 中で様 々 な動物 と出会 い
、
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季節の 変化を体験する。物語は院内の 壁面やオブジ ェ 、

MRI などの 機材 を装飾 し院内全体統括す るデザイ ン で

ある。院内の 壁画 は、動物 の 形 の 陶器 が埋め込まれ て い

る箇所 もあり見 て も触 っ て楽 しい 廊 下 の デザ イ ン で あ る。

鷲熱軽
難

図 17 ホーム ペ ージ上の物躪 

驪

図 18　ボー厶 ペ ージ上 の物語 
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図 19 図 11の実際の 壁画  　　　図 20 図 18の 実際の 壁画 

  三 重大学医学部附属小児病棟

　子 ども の 歌をモ チー
フ に 、子 ブ タが様 々 な地域を旅す

る物語をデザ イ ン した。物語性 をもたせ る事で 様 々 な色

彩 ・形に よ るデザイ ン を可能 としたが 、前回 の 装飾跡や

壁の 暗 い 色によ り装飾が 目立たな い とい う意見を得た。
利用者 の 6割 が 「移動 の 際、装飾が話題に なる」 回答 し

ただが 、
「病 室か らで るきっ か けに なっ た 」 とい う回答は

2 割に留まっ た 。 こ の こ とか ら廊下 の 装飾は院内の 明る

い 雰囲気づ くりと して支援的デザイ ン の 効果を与 えたが、
装飾 自体が 人 の 行為 ま で を変え る事 は難 し い とい える。

図 21 廊下  サバ ン ナ　　　　 図 22 廠下   オァ シ ス

ロ コ ン セ プ トと調 和 し た施設 デザイ ン

　宮城県立子 ども病院は、病院を 「ひ とつ の まち」 と捉

え、「い え」 「か い わ い 」 「ま ち」を空間 コ ン セ プ トに安心

感と親 しみやす さを 目指 した。待 合空 間 の ア トリウム 「ま

ほ うの 広場」 に は お 菓子 の 装飾 の EV が あ り、子 どもの

遊戯性 を触発す る デ ザイ ン で あ る。各 室 の 表示サイ ン や

照明デザイ ン は ア ーテ ィ ス トに よるも の で あ る。デザイ

ン を統括する物語 がない こ とか ら、多種 の デザイ ン が混

ざっ て い る とい う印象を 受 け る。

●支援的デザイ ン の 在 り方

　支援的デザイン は与え られる もの の み を示すの で はな

く、ユ
ーザー参加型 の 施設デザイ ン に よ り、支援効果を

強化す る こ と が で き る。Children’s　Hospital
，
　San 　Diego

に実在 した少女の 想像上 の 生き物をデザイ ン として採用

す る こ とで 、患者同士 とい う立場 で さらに親近感がわ く。

また、あい ち小児で は地域住民参加 の もと里山整備を行

っ て お り、豊橋市に 建設中の療育セ ン ター（仮称）で は ワ

ー
ク シ ョ ッ プを開 き、市民 の 意見 を反映する施設 の 整備

を検討 して い る。利用者は施設デザイ ン の 制作に関わ る

こ とで、「自分 も
一緒に考えた 」 と感 じる こ とによ り施設

に対 し愛着がわ き、制作 の 達成感を味わ い 自分の関わ っ

た作品 をみ る こ とが楽 し みや励み に なる。

■ ま とめ

　本稿で取 り上げた支援的デザイ ン は患者や家族、ス タ

ッ フ を心理的にサポー トする癒 し環 境に有効 で あ る こ と

が再認識 され た 。 そ の際 、 物語 と調和 した施設デザイ ン

は子 どもの利用者 に とっ て有効的 な要素で あ る。施設内

で
一

定期間生活す る子 どもに とっ て 、デザイ ン となる物

語は 自然の 流れ や人や周囲との 繋が りを意識 させ る もの

が適 し て い る と考える。一方、物語 と施設デザイ ン の 調

和 だ け で な く 、 物語 を用 い た 施設 デザイ ン と子 ども用 の

案内の 調和は施設全 体 を統括す るデザイ ン とな り、施設

の 独 自性や 「医療 との 出会い 」 を準備する プ リパ レ
ー

シ

ョ ン とな り、よ り親 しみやすい 施設 へ と発展 し て い くと

考 え る。しか し なが ら、本稿で 取 り上 げた支援的デザ イ

ン の
一

部で あ り、今後の 研究に て 子 ど も を 心 理 的 ・身体

的に 支援する環境 とそ の 効果に つ い て 深め て い きた い 。
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